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平成 23 年 2 月 3 日 

各 位 

会 社 名 株式会社幻冬舎 

代表者名 代表取締役社長   

兼社長執行役員 見城 徹    

（JASDAQ コード・７８４３） 

問 合 先  取締役兼常務執行役員 久保田貴幸                

（TEL ０３－５４１１－６２５０） 

 

（経過）主要株主の異動に関する経過のお知らせ 

 
  当社は、平成 22 年 12 月 7 日に「主要株主及び主要株主である筆頭株主の異動に関す

るお知らせ」を公表いたしましたが、イザベル・リミテッドではなく立花証券株式会社

が当社の主要株主であった事実を、平成 23 年 2 月 3 日付で確認いたしましたので、そ

の経過について下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．異動の経過及び理由 

 平成 22 年 12 月 21 日付当社プレスリリース「臨時株主総会及び普通株主による種類株主

総会招集のための基準日設定に関するお知らせ」においてお知らせいたしましたとおり、

当社は、平成 23 年 1 月 7 日を基準日と定め、同日の最終の株主名簿に記録された株主をも

って、平成 23 年 2 月開催予定の当社臨時株主総会及び当社普通株式を有する株主を構成員

とする種類株主総会において議決権を行使することができる株主とすることを決議いたし

ました。当社は、当社の株主名簿管理人である三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社から、平成 23

年 1 月 7 日現在の株主名簿を受領した上で、下記２.（1）に記載の立花証券株式会社に対す

る照会を行った結果、以下のとおり、イザベル・リミテッドではなく立花証券株式会社が

当社の主要株主であった事実を確認いたしました。 

当社は、平成 22 年 12 月 7 日付「主要株主及び主要株主である筆頭株主の異動に関する

お知らせ」において、同日イザベル・リミテッドより関東財務局に提出された大量保有報

告書及び変更報告書に基づき、イザベル・リミテッドが平成 22 年 11 月 29 日付で主要株主

となったこと、及び当社として当該株主名義の所有株式数を確認できたものではないこと

をお知らせいたしました。当該大量保有報告書及び変更報告書には、イザベル・リミテッ

ドの所有株式に立花証券株式会社を通じた信用取引に係る株式が含まれている旨の記載が

あり、また、上記の平成 23 年 1 月 7 日現在の当社の株主名簿に立花証券株式会社が記載さ

れていたことから、当社が立花証券株式会社に対して事実関係についての照会を行ったと
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ころ、上記株主名簿記載の立花証券株式会社名義の当社株式について、イザベル・リミテ

ッドを含む第三者が議決権行使に係る指図権を保有するものではないとのことでしたので、

立花証券株式会社が主要株主に該当する事実が判明いたしました。 

 

２．当該株主の名称等 

（1）新たに主要株主となるもの 

① 名称 立花証券株式会社 

② 本店所在地 東京都中央区日本橋茅場町一丁目 13 番 14 号  

③ 代表者 取締役社長 石井 登 

④ 事業内容 金融商品取引業 

（2）主要株主でなくなるもの 

① 名称 イザベル・リミテッド 

② 本店所在地 ケイマン諸島グランドケイマン、カマナベイ、ネクサスウェイ 89 

③ 代表者 ディレクター ヴィジャヤバラン・ムルゲス 

④ 事業内容 投資顧問業 

 

３．平成 23 年 1 月 7 日付当社株主名簿に記載の当該株主の所有議決権の数及び総株主の議

決権の数に対する割合 

（1）立花証券株式会社 

 議決権の数 

（所有株式数） 

総株主の議決権の

数に対する割合 

大株主 

順位 

（平成 23 年 1 月 7 日現在） 
9,729 個

（9,729 株）
35.44％ 第 2 位 

（2）イザベル・リミテッド 

 議決権の数 

（所有株式数） 

総株主の議決権の

数に対する割合 

大株主 

順位 

（平成 23 年 1 月 7 日現在） 
0 個

（0 株）
0.00％ － 

（注）１．発行済株式数 36,000 株 

   ２．議決権を有しない株式として発行済株式数から控除した株式数 8,551 株 

   ３．大株主順位は、平成 23 年 1 月 7 日現在の株主名簿により確認いたしました。  

   ４．イザベル・リミテッドより関東財務局に対して平成 23 年 1 月 20 日付で提出さ

れた変更報告書（大量保有）No.8 及び同月 21 日付で提出された訂正報告書に

よれば、同月 13 日時点でのイザベル・リミテッドの保有株券等の数は 10,198

株となっております。 
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４．今後の見通し 

 今後の見通しについて特に記載すべき事項はありません。 

 

以 上 


